
主 再

【事業概要】

■ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

事業名 オープンデータの活用推進

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 ICT戦略室 ICT戦略課

行政計画上の位置づけ 政策推進プラン，行財政改革プラン，情報化推進プラン 事業群 創業しやすい都市づくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

ビッグデータ・オープンデータが十分に活用されていない状況のもと，市民の利便性向
上や新産業創出・経済活性化につながるよう，福岡市，千葉市，奈良市及び武雄市の
首長が協議会を立ち上げ，他都市に先行して，課題の検討とともに実例の創出に取り
組むこととしたもの。

基
本
計
画

施策コード 7-1-2

根拠法令 なし 施策 新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり

事業開始年度 平成２５年度 実施主体 福岡市 分野別目標

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

オープンデータの活用を望
む市民・企業

①市民や企業が，オープンデータを有効に活用し，新
事業や官民共働の新サービスを創出する。
②二次利用しやすく，安心して活用できる形で公共
データを広く公開する（オープンデータ化）。

・活用アイデアコンテストの実施
・シンポジウムの開催
・活用における諸課題整理と活用方策の検討

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

①「福岡市オープンデータ」サイト（試行版）開設（H26.10）
　・二次利用可能な行政データを提供するサイトを開設した。
②オープンデータ提供のあり方検討（H26.11～H27.3）
　・活用事例創出に向け，機械判読性に優れた形式で行政データを提供する
ためのあり方について検討した。
③ビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会
　・市民企業から広く活用アイデアを募集（H26.8～10）し，6県市首長が来福
し審査・表彰を行った（H27.1）
④ビッグデータ＆オープンデータ研究会in九州（BODIK）
　・シンポジウムやトークイベント，データソン等を実施した。
⑤Webまっぷコンテンツ整備

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・活用機運の醸成
・実現可能な活用アイデアの収集
・活用のための諸課題に対する対応策
・福岡市にふさわしい活用方策

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 4,560 7,000 22,022 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ・二次利用可能な行政データのオープン化が進
み，福岡市発の先行事例が生じる。一般財源 4,560 7,000 22,022

28年度

3

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

実施可能な活
用方策（アイデ
ア）

目標 3 3

3

福岡市Webまっ
ぷのコンテンツ
登録数

目標 13,299 13,500

実績 5 7
達成率 166.7% 233.3%

14000
28年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 13,299 14,518
14000

市民・企業が，オープンデータを様々な分野で
有効活用し，新産業を創出したり，官民共働の
もと新サービスが提供され，スタートアップ都市
づくりに貢献している。

達成率 100.0% 107.5%

創出
28年度

創出

年度

成
果
の
指
標

オープンデータ
の活用事例

目標 創出

目標

実績 3
達成率

実績
達成率

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 
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果
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主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

企画課

根拠法令 なし 施策 まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部

事業開始年度 平成14年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 志賀島活性化構想の推進 基
本
計
画

施策コード 4-4-3

行政計画上の位置づけ 事業群 農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

なし

平成13年度に国民宿舎しかのしま苑が廃止されたことを機に，平成
14年度に志賀島総合振興推進協議会（現在の志賀島振興協議会）
が発足し，地域の活性化について検討を進めることになった。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・地元と意見交換を行いながら，活性化構想の
見直しに向けた作業の実施
・関係局区の関連事業の総合調整

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

平成19年度に地域が策定した志賀島活性化構想の見直しを行い，今後の志
賀島の活性化の方向性を検討した。

○志賀島活性化構想検討業務委託
志賀島活性化構想の見直しに関する業務
　支出金額：3,834,000円

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・活性化構想の見直し
・関係局区の連携による各事業の効果の最大
化

２７年度予算額

歳出合計 4,559 3,834 4,000

志賀島 志賀島活性化構想に基づく島づくりを促進し，志賀島の活性化を図る。
＜志賀島活性化構想に掲げられた島づくりの方針＞
・自然と歴史を継承する島づくり
・訪れる人をもてなす憩いの島づくり
・農漁業の営みを創り伝える島づくり
・安心して住み続けることができる島づくり
・ふるさとをみんなで創る助け合いと協力の島づくり

50.0% 100.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 4,559 3,834 4,000

年度

実績 3 6
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ・志賀島の自立的な活性化の取組み
・交流人口の増加

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

志賀島振興協
議会等の開催
回数

目標 6 6

6

達成率

現状維持

年度

現状維
持

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・定住人口の維持

1,869 1,791
達成率 96.9% 95.8%

実績

成
果
の
指
標

定住人口 目標 1,929 1,869

目標

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
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大 

活
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の 
指
標 

大 

小 
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主 再

【事業概要】

■ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

達成率 85.5% 91.4%

47.2% 48.7%
達成率 90.8% 91.9%

実績 35.9% 39.3%

成
果
の
指
標

ユニバーサルデ
ザインの概念の
理解度

目標 52.0% 53.0%

ユニバーサルデ
ザインの取組み
への評価

目標 42.0% 43.0%

実績

95.0%

53.0%

34年度

70.0%

43.0%

34年度

65.0%

-

34年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 33 95
-

○みんながやさしい，みんなにやさしい「ユニ
　バーサル都市・福岡」が実現し，市民の生活
　の質や市の魅力が向上する。

達成率 66.0%

活
動
の
指
標

ユニバーサル都市・
福岡フェスティバル
の参加者数

目標 50,000 100,000

100,000

ユニバーサル都市・福
岡の企業向けセミナー
参加者数

目標 50 100

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

21,500

34年度

実績 39,698 76,069
150,000

達成率 79.4% 76.1%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ○行政だけでなく，市民・地域，企業，学校など
　がＵＤの大切さについて十分に理解している。
○行政をはじめ，市民・地域，企業，学校など
　で，ＵＤに関する具体的な取組を行っている。

一般財源 14,716 15,000

○市民等が，ユニバーサル都市・福岡賞に応
　募する
○市民等がフェスティバルに参加する
○市民や企業がUDに触れる
○NPO等がUDに関する取組を実施する
○小学生がUDについて学ぶ
○市職員がUDについて理解し，業務に取り入れ
る

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 14,716 15,000 21,500

市民 　市民一人ひとりが，ユニバーサルデザインの考
え方を理解し，誰もが思いやりを持ち，すべての
人にやさしいまちになっている。

○ユニバーサル都市・福岡賞
○フェスティバルの実施
○市民向けプロモーション，企業向け啓発事業
　の実施
○NPO等のUDに関する活動に助成
○小学生へ副読本の配布
○新人研修の実施

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む
◎ ユニバーサル都市・福岡賞の創設・実施
　⇒　ＵＤによる取組や製品開発等を募集し表彰（応募：8件，表彰：4件）
◎ ユニバーサル都市・福岡フェスティバル２０１４の開催
　⇒　市，ＮＰＯ等による事業を集中的に実施（15事業，延べ7.6万人以上参加)
◎ ユニバーサル都市・福岡活動支援事業の実施
　⇒　NPO等のUDに関する活動費の一部を負担(5件応募，5件助成）
◎ ユニバーサル都市・福岡デザインワークショップ2014の開催
　⇒　市内のﾃﾞｻﾞｲﾅｰや企業等による，ＵＤの考え方によるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催
　⇒　ホテルや博物館を事例に，「福岡発のユニバーサルデザイン」を検討
◎ 企業向けセミナーの開催
　⇒　ＵＤを企業活動へ取入れていくためのﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾐﾅｰ開催（95名が参加）
◎　小学生向け副読本の作成　⇒　全市の小学校（4年生）に配布
◎　庁内推進　⇒　推進本部，新人研修の実施

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 ユニバーサル都市・福岡の推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○ユニバーサルデザインの概念の理解度（H28：55%)
○ユニバーサルデザインの取組みへの評価（H28：45%)少子高齢化や都市のグローバル化などに伴い，本市に暮らし，訪れ

る様々な人々の価値観やライフスタイルに対応するまちづくりが求め
られている。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

1-1-1

根拠法令 なし 施策 ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 ユニバーサル都市・福岡の推進 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部 企画課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
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の 
指
標 

大 

小 
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果
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成
果
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続

所管課名 総務企画局 企画調整部

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている

事業名 産学官民連携による国際競争力強化 基
本
計
画

施策コード 6-1-1 8-1-1

根拠法令 なし 施策 産学官連携による、知識創造型産業の振興

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 産学官連携の推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

アジアと日本の玄関口であり，暮らしの質の高さが世界から評価されている福岡であるが，今後は人
口減少などにより経済成長が衰退する見込みがある。今後福岡の活力を維持強化していくために
は，産学官民が一体となって，国際競争力を高め，地域経済をグローバル化することで，アジアの内
需を取り込んでいくことが必要である。

○福岡都市圏内外の産学
官民

○産学官民が一体となって，策定した地域戦略
を推進することで，国際競争力を備えたアジア
で最も持続可能な地域となっている。

・福岡地域戦略協議会が策定した地域戦略を
推進するために、５つの部会ごとにプロジェクト
を検討する。

・イベントや情報発信を通じて、市民との共有を
重視しながら戦略を推進していく。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○福岡都市圏の成長戦略を推進していくための産学官民連携組織である福
岡地域戦略推進協議会の負担金を支出した。
福岡市は正会員として参画
（負担金内訳：正会員年会費：３００千円，協賛金等：３９，１００千円）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・５部会それぞれのプロジェクトが事業化を見据
えて進められている。

・市民との共有が実現することにより戦略がより
推進される。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 49,700 39,400 39,400 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ・次々と事業が生みだされることで，域内外から
人と投資が呼び込まれ，成長戦略目標が達成
される。

一般財源 49,700 39,400 39,400

32年度

実績 1,000 450
2000

達成率 50.0% 90.0%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

32年度

活
動
の

指
標

市民シンポジウ
ムの参加者

目標 2,000 500

1000

域内総生産
（GRP）
（+兆円）

目標

成
果
の
指
標

雇用増加
（+万人）

目標

達成率

人口増加
（+万人） 実績

7

32年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績
2.8

福岡都市圏が東アジアのビジネスハブとして，
日本・中国・韓国・台湾などのビジネス交流拠点
となり，多様な人材が訪れ，働き，暮らす，国際
競争力を備えたアジアで最も持続可能な地域と
なっている。

達成率

32年度

実績
6

達成率

目標

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 国際競争力を有し，アジアのモデル都市となっている

事業名 産業の国際競争力の強化（総合特区制度の推進） 基
本
計
画

施策コード 8-3-1

根拠法令 総合特別区域法 施策 国際的なビジネス交流の促進

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ グリーンアジア国際戦略総合特区国際競争力強化方針等 事業群 国際ビジネスの振興

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

国において，産業の競争力強化を目的とした総合特別区域法が策定
され，同法に基づき区域指定。
H23.6：総合特別区域法成立　　H23.9：地域協議会の設立
H23.12：総合特区の区域指定（ｸﾞﾘｰﾝｱｼﾞｱ）

環境を軸とした産業 アジアの活力を取り込み，環境を軸とした産業
の競争力を強化する。

産学官で構成するグリーンアジア国際戦略総合
特区地域協議会への参画
国や協議会の動きにあわせて，福岡市としての
インフラ整備や民間支援策などの事業を実施

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○総合特区制度の支援策に関する国との協議の実施
○グリーンアジア国際戦略総合特区地域協議会の運営
○総合特区制度の支援策にあわせた福岡市独自の取組みの実施
市税の優遇や財政支援などの支援策の拡充等

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果，どうなるのか）

地域協議会において，民間事業者の投資計画
などを踏まえた特区計画の作成・変更や，支援
策のＰＲなど民間事業者の活用を促進する環境
を整備。国による規制改革や財政支援等による
事業環境の改善。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 8,959 990 3,000 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果，対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 民間事業者による総合特区制度の支援策を活
用した設備投資額の拡大。一般財源 8,959 990 3,000

年度

実績
達成率

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

目標

目標 年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果，市としてどうなるのか）

実績 投資の促進による産業の国際競争力強化，雇
用の確保。達成率

年度

年度

成
果
の
指
標

目標

目標

実績
達成率

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部 企画課

事業開始年度 平成25年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 超高齢社会対応検討（一部）ｱｸﾃｨﾌﾞｴｲｼﾞﾝｸﾞ 基
本
計
画

施策コード 1-3-3

根拠法令 なし 施策 一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 アクティブエイジングの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

健康に生活している高齢者の割合（H28　現状44%より増加）

超高齢社会の到来に向けてアクティブエイジング（生涯現役社会づく
り）を進める必要があったもの。

60歳前後を中心とした幅広
い世代の市民

趣味や余暇活動などによって、高齢者が健康で
心豊かな生活を送るとともに、知識や経験を活
かして、社会や地域の担い手・支え手として意
欲的に活躍するようになる。

○アラカンフェスタの開催
○常設ホームページによるアラカン情報の配信

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○昨年度に引き続き、退職等で生活スタイルの大きな転換が見込まれる60
歳前後のアラカン世代を中心とした幅広い世代に、これからの過ごし方につ
いて考え、趣味や地域・ボランティア活動、起業や就労などを行うきっかけに
してもらう情報見本市「アラカンフェスタ」を開催した。
○常設のホームページにより，イベントの情報発信を行った。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

○60歳前後を中心とする多くの市民がアラカン
フェスタに参加する。
○60歳前後を中心とする多くの市民が常設ホー
ムページから情報を得るようになる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 13,478 13,396 13,500 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ○アクティブエイジング（生涯現役社会づくり）の
重要性を認識する人が増え、趣味や地域・ボラ
ンティア活動などの行動を実際に起こすアクティ
ブシニアが増加する。

一般財源 13,478 13,396 13,500

年度

実績 3,957 7,401
達成率 131.9% 105.7%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

「アラカンフェス
タ」への来場者
数

目標 3,000 7,000

7000

目標 年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ○社会や地域の担い手・支え手として活躍する
高齢者が増える。
○健康に生活している高齢者（の割合）が増え
る。

達成率

40.0
年度

年度

成
果
の
指
標

60歳以上市民
の地域活動参
加率（％）

目標 50.0 53

目標

実績 36.3 37.2
達成率 72.6% 70.2%

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部 企画課

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 さまざまな支え合いとつながりができている

事業名 超高齢社会対応検討（一部）共助の仕組み 基
本
計
画

施策コード 2-3-1

根拠法令 なし 施策 支え合いや助け合いによる地域福祉の推進

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 見守り・支え合いの仕組みづくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

地域での支え合いにより、子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまち
だと感じる市民の割合　（H28　50％）超高齢社会の到来に向け、住み慣れた地域で元気に暮らしていける

共助の仕組みづくりが必要であったため。

地域住民
行政
民間事業者
ＮＰＯ

住み慣れた地域で安心して住み続けられるよ
う、共助の仕組みづくりを行う。

○モデル地域において、ワークショップ等を実施
し、地域の課題・人材・資源を見える化し、マッ
チングすることで解決策を考える仕組み・手法を
調査検討する。
○企業等の参加により、地域課題を解決する仕
組み・手法を調査検討する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○共助の仕組みづくりについて、アジアン・エイジング・ビジネスセンター、九
州経済調査協会、福岡市が共同研究チームを結成し、科学技術振興機構（Ｊ
ＳＴ）から助成金を受けてモデル事業を実施。
○モデル地域において、地域の課題と地域の人材や資源を把握・見える化
し、それらをマッチングすることで解決策を考える仕組み・手法の調査検討を
実施。
○地域課題の解決に向けて，企業やＮＰＯ等が参加する仕組み・手法の調
査検討に着手。
○地域コーディネーターが用いるツールを試作し、社会福祉協議会や公民館
などの協力を得て試行。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

○地域でのコーディネート人材育成のための
コーディネートツール（マニュアル）を開発する。
○地域コーディネーターを支援する機能（中間
支援機能）の組織・役割を具体化する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 3,244 139 750 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ○ワークショップ等を通じて、モデル地域におけ
る課題や資源等が明らかになるとともに、住民
が地域の課題を自らのこととして主体的に考え
るようになる。

一般財源 3,244 139 750

年度

実績 4 8
達成率 80.0% 114.3%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

モデル地区において、
モデル作りのワーク
ショップ等を実施した回
数

目標 5 7

10

目標 年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ○モデル地域において、住民や企業等が主体と
なった共助の仕組みが形成され、他地域にも広
げることができるモデルができる。

達成率

年度

年度

成
果
の
指
標

共助のための企業
等との連携体制が
できた地域数

目標

目標

実績
達成率

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部 企画課

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

事業名 超高齢社会対応検討（一部）市民理解 基
本
計
画

施策コード 8-6-2

根拠法令 なし 施策 アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

視察･研修受入人数　（H28　970人）

超高齢社会の到来に向け日本が先行している分野での海外貢献
や、海外展開を検討する企業支援等を通じて福岡市の拠点性を高め
る必要があるため。

市民
高齢関係事業者

超高齢社会に関する理解の促進と関連する事
業活動の活性化を図り海外進出につなげる。

○企業ワークショップ等を開催する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○アクティブエイジングに関するシンポジウムを開催し，活動事例の報告等
を行った。
○東南アジア（特にインドネシア）の大学・研究者などとの情報交換や、交流
を中心とした協力関係構築に努めた。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

○海外進出を検討する企業が参加する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 500 500 740 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ○海外とのネットワークが広がる。

一般財源 500 500 740

年度

実績 1 1
達成率 100.0% 100.0%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

ビジネスワーク
ショップ等の開
催回数

目標 1 1

1

目標 年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ○企業のスムーズな海外展開に寄与することな
り、福岡市の拠点性が高まる。達成率

年度

年度

成
果
の
指
標

海外で何らかの
事業を実際に
行った企業（福
岡に拠点を有す
るもの）の数

目標 1 1

目標

1実績 0 0
達成率 0.0% 0.0%

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続

所管課名 総務企画局 企画調整部

事業開始年度 育成：平成25年度/集積：平成26年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

事業名 グローバル人材の育成と集積(グローバル人材の育成・定着/イノベーション創出支援事業) 基
本
計
画

施策コード 8-5-1 7-5-3

根拠法令 なし 施策 グローバル人材の育成と活躍の場づくり

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○社会のグローバル化，日本・九州の人口減少が進む中で，本市の国際競
争力を高め，活力を維持していくために，グローバルに活躍できる人材の育
成と集積及び活躍できる環境づくりを行う必要があるため。

【グローバル人材の育成】
市内中高生
【グローバル人材の集積】
福岡都市圏
福岡内外の人材及び企業

【グローバル人材の育成】
グローバル人材育成環境の充実させることで将来的に世界で活躍できる
人材の育成を図る。
【グローバル人材の集積】
イノベーション創出支援により革新的なビジネスアイデアが生みだされるこ
とで，スタートアップが加速され，また企業内新ビジネスが創出され，その
成果により都市が豊かになる。

【グローバル人材の育成】
国際バカロレア認定校等のグローバル人材育
成施策実践校への調査・ヒアリングを実施す
る。

【グローバル人材の集積】
イノベーションスタジオ福岡がスタートする。
（福岡市が負担金を支出し，運営を支援）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

【グローバル人材の育成】
●グローバル人材の育成･定着
①特色あるグローバル人材育成施策を実施している国，東京都，札幌市，群
馬県太田市へ教育委員会とともに調査･ヒアリングを実施
②「グローバル創業都市･福岡」の実現に向けたグローバル人材育成施策の
あり方検討業務委託

【グローバル人材の集積】
●イノベーション創出支援事業
福岡地域戦略推進協議会が主催する，福岡の多様な人材や企業が参加し
これまでにないビジネス創出を目指すプロジェクト「イノベーションスタジオ福
岡」の支援

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

【グローバル人材の育成】
教育委員会等の関係部署と調査･ヒアリングの
成果(方向性，課題等)を共有し，今後の具体的
な検討及び導入を支援する。

【グローバル人材の集積】
福岡内外の多様な人材や企業がイノベーション
スタジオ福岡に参加する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 29,911 37,927 33,900 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 【グローバル人材の育成】
明確になった方向性と課題を踏まえた施策が立案・導
入される。

【グローバル人材の集積】
よりよい生活につながるアイデアから新しい製品や
サービスが生みだされ，創業や第2創業といったス
タートアップが実現する。

一般財源 29,911 37,927 33,900

28年度

実績 10
20

達成率 100.0%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

イノスタ協賛企
業数

目標 10

10

目標 28年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 【グローバル人材の育成】
グローバル人材育成環境が充実し，市内中高生が将
来的に世界で活躍できる人材として育成される。

【グローバル人材の集積】
スタートアップや創造性のある人材や企業の研究開
発拠点の集積が促進され，雇用が生まれ税収が増加
し，都市が豊かになる。

達成率

15
28年度

20

2
28年度

5

成
果
の
指
標

生みだされたビ
ジネスアイディ
アの数

目標 10

生みだされたス
タートアップの
数

目標 2

実績 14
達成率 140.0%

実績 0
達成率 0.0%

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部 企画課

事業開始年度 平成23年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 福岡市における東京圏バックアップ調査研究・推進事業 基
本
計
画

施策コード 4-4-6

根拠法令 なし 施策 まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 東京圏バックアップの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

東日本大震災をきっかけに，主要な官公庁や民間企業の本社等，東
京圏に国の中枢機能が一極集中していることの危機管理上の課題
が強く認識されはじめたこと。

国（内閣府等），民間企業，
福岡市

産学官で連携し，福岡市に東京圏のバックアッ
プ機能を誘致することで，国全体の危機管理体
制を構築するとともに，福岡市の活性化にもつ
なげる。

・産学官が連携したバックアップ機能の誘致活
動の実施
・国，民間企業等へ，福岡市がバックアップ拠点
として適していることのＰＲ活動の実施

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○内閣府や関係国会議員などに対して提言活動を実施
○東京圏バックアップの実現や民間企業の本社機能の地方分散に向け，国
の首都機能や本社機能が集積している東京で，経済界と協力してシンポジ
ウムを開催
○各中央省庁における業務継続計画の検討状況の調査などバックアップに
関する国動向を把握
○東京事務所や経済観光文化局企業誘致課により，東京圏に本社を有する
民間企業に対して誘致のＰＲ活動を実施

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・国が福岡市をバックアップ拠点とすることを検
討する。
・民間企業が福岡市への本社機能その他重要
な機能の移転について検討する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 1,070 1,118 2,000 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ・国が福岡市をバックアップ拠点とすることを決
定する。
・民間企業が本社機能等を福岡市に移転する。

一般財源 1,070 1,118 2,000

年度

実績 1回/年 1回/年
達成率 50.0% 100.0%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

シンポジウムの
開催数

目標 2回/年 1回/年

1回/年

シンポジウムの
参加者数

目標 250名/回 150名/回

150名/回

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 210名/回 213名/回 ・国や民間企業等が，東京圏の中枢機能を福岡
市にバックアップすることで，福岡市の経済活動
の活性化，人口増加等につながり，市民の生活
の質や，市の魅力が向上するとともに，災害に
強い国づくりに向けた地方の役割を果たすこと
ができる。

達成率 84.0% 142.0%
年度

年度

成
果
の
指
標

福岡市への東
京圏バックアッ
プの実現

目標 1 1

目標

実績 0 0
達成率 0.0% 0.0%

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
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政
の
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ー
ル
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外
的
な
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主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

企画課

根拠法令 なし 施策 ストックの活用による地区の価値や魅力の向上

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 企画調整部

事業開始年度 平成17年度 分野別目標 人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

事業名 都心のまちづくりの推進 基
本
計
画

施策コード 4-6-2

行政計画上の位置づけ なし 事業群 エリアマネジメントの推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

なし

福岡都心部の更なる賑わい創出や魅力向上を行う必要性があった
ため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

エリアマネジメント団体に負担金を支出するとと
もに、エリアマネジメント団体のまちづくり事業に
対し支援を行う。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○天神地区・博多地区において、地域・企業などが会員となって、魅力的な
イベントの実施、回遊性向上や来街者のおもてなし、まちの美化、防犯・防災
活動等のまちづくり活動を実施しているエリアマネジメント団体（天神地区：
We Love 天神協議会、博多地区：博多まちづくり推進協議会）に負担金を支
出するとともに、エリアマネジメント団体のまちづくり事業に対し支援を行っ
た。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

エリアマネジメント団体による、まちづくりイベン
ト、集客促進活動、安全安心・環境向上活動が
進む。

２７年度予算額

歳出合計 24,560 24,226 24,365

都心部 官民共働により、都心部の魅力や回遊性の向
上、美しい景観の形成や安全・安心の空間を創
出する。

100.0% 100.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 9,200 15,586 17,165

年度

実績 2 2
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 15,360 8,640 7,200 エリアマネジメント団体の活動が活発になり、よ
りいっそう自律的に運営できるようになる。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

エリアマネジメ
ント団体数

目標 2 2

2

達成率

79
年度

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 福岡都心部の価値や魅力が持続的かつ自律的
に維持できることとなる。

79 -

達成率 100.0%

実績

成
果
の
指
標

福岡都心部は賑わいがあ
り訪れたくなる魅力がある
と感じる市民の割合

目標 79 -

目標

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 
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果
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施
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主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 ウォーターフロント再整備推進室

5-3-2 5-4-1
事業開始年度 平成25年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

事業名 ウォーターフロント地区(中央ふ頭・博多ふ頭)再整備の推進 基
本
計
画

施策コード 8-1-1 8-1-2

根拠法令 なし 施策 都市の活力を牽引する都心部の機能強化

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市総合計画（施策８－１） 事業群 都心部の機能強化と魅力づくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○都心部の従業者数：中間目標値（H28ND）39万人，目標値
（H34ND）40万人
都心部の１日あたりの歩行者交通量：中間目標値（H28ND）110,000
人，目標値113,000人（H34ND）

福岡市総合計画においてウォーターフロント地区は，天神・渡辺通，博多駅周
辺と同じく，都心部の核として位置付けられており，都市機能の強化，回遊性
の向上を図ることが都市の活力を牽引するうえで求められている。

○ウォーターフロント地区
（中央ふ頭・博多ふ頭）

１）天神・渡辺通地区，博多駅周辺地区に次ぐ，都心
部の新たな拠点として，都市機能を高めるとともに，
地区間の連携強化を図り，福岡市の成長エンジンとな
る都心部の国際競争力の強化を図る。
２）民間活力やノウハウを積極的に活用しながら，既
存施設との連携を図りつつ，ＭＩＣＥ機能の更なる強化
や集客交流機能，港湾機能の充実・強化により，ＭＩＣ
Ｅ機能と港湾機能が近接した地区の強みを生かした
一体的な再整備を行う。
３）市民をはじめ国内外からの来街者が海に出て楽し
めるよう，水辺を生かしたシンボリックな空間や賑わい
が連続した憩いと潤いのある空間の創出と，海や街
からの眺めや緑を大切にした景観形成を図り，福岡
の顔となる都心部の新たな拠点をめざす。

○ウォーターフロント地区再整備にあたっての
市民向けの広報啓発

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

ウォーターフロント地区（中央ふ頭・博多ふ頭）再整備の方向性をとりまとめ
るとともに，市民や民間事業者に対する広報啓発を行った。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

○再整備に関する市民の認知度向上
○再整備に関する民間事業者の投資及び参画
意欲の醸成

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 9,870 10,867 12,870 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ○ウォーターフロント再整備に関する必要性の
理解一般財源 9,870 10,867 12,870

年度

実績 1
達成率 100.0%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

市民意見募集
の実施回数

目標 未実施 1

ホームページの
更新回数

目標

3
年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ○ウォーターフロント地区の着実な再整備

達成率

年度

15000
年度

成
果
の
指
標

市民意見の件
数

目標 未実施 100

ホームページ
ビュー数

目標

実績 152
達成率 152.0%

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 
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果
の
指
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施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

年度

実績
達成率

4
年度

実績 2 3
達成率 100.0% 100.0%

成
果
の
指
標

ＭＯＵ（協定）の
締結数
（累計）

目標 2 3

目標

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ○国際貢献・ビジネス展開
　・官民連携した海外ビジネス展開
　→地場企業等のビジネス機会の創出
○国際視察・研修受入
　・海外諸都市のニーズに合わせた国際貢献・
　  協力
　→福岡市の知名度や存在感の向上

達成率

活
動
の
指
標

視察・研修受入
人数

目標 726 799

879

目標

年度

実績 630 385
達成率 86.8% 48.2%

26,495

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ○国際貢献・ビジネス展開
　・ODA等の案件形成
○国際視察・研修受入
　・福岡市と長期継続した関係構築のために
　  MOU（協定等）を締結

一般財源 6,749 20,829

○国際貢献・ビジネス展開
　・相手地域との関係構築
　・JICA技術協力プロジェクト等の案件受注
○国際視察・研修受入
　・JICA事業等による海外からの視察・研修生
　　の増加、市職員の派遣

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 6,749 20,829 26,495

海外の諸都市 海外からの研修生受入れや職員の海外派遣に
よる国際貢献・国際協力を推進する。これらの
取組みにより、福岡市の知名度や存在感を向
上させるとともに、海外諸都市との関係を構築
し，官民連携したビジネス展開をめざすもの。

○国際貢献・ビジネス展開
　・「国際ビジネス展開プラットフォーム」の運営
　・海外ビジネス展開に向けて、関係構築が進
　　んだ地域を対象とした取組み
○国際視察・研修受入
　・海外からの視察・研修受入、海外への職員
　　派遣の継続
　・ハビタット、JICA、海外派遣職員を活用した
　　海外諸都市の情報収集

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○ﾐｬﾝﾏｰ･ﾔﾝｺﾞﾝ市と「まちづくり協力・支援に関する覚書」締結
○「国際貢献・ビジネス推進会議」設置(庁内推進体制構築)
○「国際ビジネス展開プラットフォーム」設置(官民連携した新たな枠組み)
○自治体職員協力交流事業(ヤンゴン市職員受入)
○福岡市の「住み良いまちづくり」広報動画制作(海外行政担当者へPR)
   上映：9件/162人、配布：14件/19枚
○大使館，JICAなど国際協力にかかる関係機関等との協議・連携強化
○海外からの視察・研修生受入れ
　・国際視察・研修受入実績(平成26年度　385名)
※(公財)福岡アジア都市研究所への負担金
　国際視察・研修受入に関して
　・多言語(英・中・韓)に対応した受入窓口の設置
　・情報発信(リーフレットやガイドの翻訳・更新など)

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 国際貢献・国際協力の推進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○視察・研修受入人数（H28：９７０人）

ｱｼﾞｱの諸都市は，急激な経済成長に伴う都市問題に直面している。
一方、福岡市は、「住み良いまちづくり」のﾉｳﾊｳを持っているため、
都市問題解決に寄与することにより、国際貢献・協力を図るもの。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

8-6-1

根拠法令 なし 施策 アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

事業名 国際貢献・国際協力の推進 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 国際部 国際課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
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大 

活
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の 
指
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大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

年度

実績
達成率

45
年度

実績 45 45
達成率 100.0% 100.0%

成
果
の
指
標

市内の日本語
教室数

目標 45 45

目標

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

・日本人と外国人の相互理解が進み、日本人に
も外国人にも住みやすく活動しやすいまちにな
る。
・外国人にも住みやすいまちは，高度人材及び
留学生の誘導，定着を下支えし，福岡市の国際
化、活性化につながる。

活
動
の
指
標

日本語ボラン
ティア養成講座
受講者数

目標 50 70

70

年度

実績 70 70

達成率 140.0% 100.0%

25,844

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 ・外国人が情報収集しやすくなる。
・外国人が日本語を習得し，日本人とコミュニ
ケーションが取れるようになる。
・外国人が日本の生活ルール・マナーを実践す
る。
・外国人が地域住民との交流が進み，地域との
トラブルが避けられる。
・外国人が区役所を利用しやすくなる。

一般財源 7,609 5,871

・在住外国人へ情報が届く。
・在住外国人が日本語を学ぶ。
・在住外国人が日本の生活ルール・マナーを学
ぶ。
・日本語ボランティアが増える
・在住外国人と地域住民とのコミュニケーション
がとれる。
・区役所の外国人対応がスムーズになる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 7,609 5,871 25,844

在住外国人
在住外国人の支援者
（日本語ボランティア等）
日本人市民

　地域における相互理解を促進し、日本人にも
外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくりを
進める。

・生活便利帳等「ウェルカムキット」を配付する。
・日本語教室、ボランティア養成講座を開催す
る。
・マナー紹介、ボランティア通訳派遣を実施す
る。
・区役所窓口業務を支援する出張レインボープ
ラザを実施する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

●転入外国人への生活便利帳等「ウェルカムキット」の配付［全区役所］
●在住外国人への生活ルール・マナー紹介等［国際交流財団］
●地域への語学ボランティア派遣[国際交流財団]
●出張レインボープラザ[国際交流財団]
●日本語学習支援
　・日本語ボランティア養成講座［国際部・市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委託］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［※H24まで早良区］
　・市民センターにおける日本語学習支援［東・中央・城南・早良・西区］
　　※国際部、各区、国際交流財団、市民の連携により実施

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○在住外国人の住みやすさ評価（H29：増加）
　　（福岡市は住みやすいと感じる在住外国人の割合）
○福岡市に住んでいる外国人の数（H28：29,000人）

国際化の進展に伴い、在住外国人の生活にかかる情報の収集・提
供を中心に事業開始。時代の変化に対応した事業を展開し、外国人
にも住みやすく活動しやすいまちづくりを図る。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

8-8-1

根拠法令 なし 施策 アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり

事業開始年度 昭和６１年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

事業名 在住外国人の生活環境整備事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 国際部 国際企画担当
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主 再

【事業概要】

□ ■ ■

【活動・成果指標の達成度】

 

年度

実績
達成率

562
32年度

実績 320 475
1000

達成率 128.0% 79.2%

成
果
の
指
標

連絡の取れる
留学生数・留学
経験者数

目標 250 600

目標

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績  ・ グローバル人材として留学生を活用し、定着した
　 優秀な人材が福岡市で活躍している。
 ・ 福岡市がグローバル人材の結節点として機能
　 する。
 ・ 福岡市が「世界のグローバル人材の一大輩出地」
    となっている。

達成率

活
動
の
指
標

福岡市内の大
学・短大に在籍
する留学生数

目標 3,471 3,571

3554

目標

32年度

実績 3,227 3,227
5533

達成率 93.0% 90.4%

35,220

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源  ・ 福岡市への留学経験者が、福岡市に対して
　 好意的な、良き理解者となる。
 ・ 福岡市に就職する留学生が増加する。
 ・ 地域での留学生の人材活用を行うことができる。
 ・ 日本人大学生がグローバル人材として福岡市に
　  就職する。

一般財源 15,300 19,355

 ・ 奨学金を受給する留学生の生活が安定する。
 ・ 留学生に対する市民の理解と協力を得られる。
 ・ 留学先に福岡市を選択する留学生が増加する。
 ・ 留学生奨学金事業により、留学生の学習環境を
整備し、優秀な人材の誘致ができる。
 ・帰国留学生とのネットワークを維持できる。
 ・日本人大学がグローバル人材として育成される。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 15,300 19,355 35,220

 外国人留学生
 帰国留学生
 市民
 日本人大学生

　・ 地域社会や我が国を支える人材として優秀
な留学生の集積を促進するとともに、市民交流
を推進し、市民の理解と協力を得、福岡の良き
理解者として養成する。

 ・ 留学生奨学金事業を行う。
 ・ 留学生の市民交流を促進する。
 ・ 福岡県留学生サポートセンターを通じ、海外広
報、 就職支援を行う。
 ・ 福岡市留学生経験者も含む留学生とのネットワー
クの構築を行う。26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○ 留学生奨学金事業
　・ 福岡市レインボー奨学生奨学金（(公財)福岡よかトピア国際交流財団）に
より、留学生の経済面の援助をし、学習環境の整備と優秀な人材の誘致を
行った。
○ 「福岡県留学生サポートセンター」における海外広報、就職支援
　・ 経済界、大学及び県などと共同で、海外広報や留学生への就職支援を
行った。
○ 福岡市留学生経験者も含む留学生とのネットワークの構築
　・留学生交流サイトを構築し、 奨学金受給者などの留学生とのネットワーク
を構築するための交流基盤をつくった。
○スタートアップ奨学金
　・市内大学の日本人留学生に奨学金を貸付し、スタートアップ支援を行うこ
とにより、地元への定着を図った。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 留学生支援・外国人ネットワークの構築

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○ 就労目的の在留資格を持つ外国人の数(H28：3,200人)
　地域の競争力を強化し活性化を図る上で、地域や我が国を支える人材として、また、
世界で活躍できる高度人材、あるいは出身国と福岡との橋渡しをする人材として、留学
生が重要な存在となっている。そこで、優秀な留学生の本市への集積を促進するととも
に、本市留学経験者を含め、地域における活用を図る必要があったため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

8-5-2

根拠法令 なし 施策 グローバル人材の育成と活躍の場づくり
事業開始年度 昭和６３年度 分野別目標 国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている
事業名 留学生支援・ネットワーク構築事業 基

本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 総務企画局 国際部 国際企画担当
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ICT03

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局 ソウム キカクキョク								ICT戦略室 センリャクシツ								ICT戦略課 センリャクカ

				事業名 ジギョウ メイ												オープンデータの活用推進																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		7-1-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度 ヘイセイ ネンド								実施主体 ジッシ シュタイ						福岡市 フクオカシ																分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												政策推進プラン，行財政改革プラン，情報化推進プラン セイサク スイシン ギョウザイセイ カイカク ジョウホウ カスイシン																														事業群 ジギョウ グン						創業しやすい都市づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ

						ビッグデータ・オープンデータが十分に活用されていない状況のもと，市民の利便性向上や新産業創出・経済活性化につながるよう，福岡市，千葉市，奈良市及び武雄市の首長が協議会を立ち上げ，他都市に先行して，課題の検討とともに実例の創出に取り組むこととしたもの。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				オープンデータの活用を望む市民・企業 カツヨウ ノゾ シミン キギョウ																①市民や企業が，オープンデータを有効に活用し，新事業や官民共働の新サービスを創出する。
②二次利用しやすく，安心して活用できる形で公共データを広く公開する（オープンデータ化）。 シミン キギョウ ユウコウ カツヨウ シンジギョウ カンミン トモバタラ シン ソウシュツ ニジ リヨウ アンシン カツヨウ カタチ コウキョウ ヒロ コウカイ カ																														・活用アイデアコンテストの実施
・シンポジウムの開催
・活用における諸課題整理と活用方策の検討









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				①「福岡市オープンデータ」サイト（試行版）開設（H26.10）
　・二次利用可能な行政データを提供するサイトを開設した。
②オープンデータ提供のあり方検討（H26.11～H27.3）
　・活用事例創出に向け，機械判読性に優れた形式で行政データを提供するためのあり方について検討した。
③ビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会
　・市民企業から広く活用アイデアを募集（H26.8～10）し，6県市首長が来福し審査・表彰を行った（H27.1）
④ビッグデータ＆オープンデータ研究会in九州（BODIK）
　・シンポジウムやトークイベント，データソン等を実施した。
⑤Webまっぷコンテンツ整備 ニジ リヨウ カノウ ギョウセイ テイキョウ カイセツ テイキョウ カタ ケントウ カツヨウ ジレイ ソウシュツ ム キカイ ハンドク セイ スグ ケイシキ ギョウセイ テイキョウ カタ ケントウ シミン キギョウ ヒロ カツヨウ ボシュウ ケン シ クビ チョウ ク トウ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・活用機運の醸成
・実現可能な活用アイデアの収集
・活用のための諸課題に対する対応策
・福岡市にふさわしい活用方策















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								4,560										7,000										22,022														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・二次利用可能な行政データのオープン化が進み，福岡市発の先行事例が生じる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						4,560										7,000										22,022

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				実施可能な活用方策（アイデア）										目標 モクヒョウ				3						3						3						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				5						7												3

																		達成率 タッセイ リツ				166.7%						233.3%

								福岡市Webまっぷのコンテンツ登録数 フクオカシ トウロクスウ										目標 モクヒョウ				13,299						13,500						14000						28年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				13,299						14,518												14000										市民・企業が，オープンデータを様々な分野で有効活用し，新産業を創出したり，官民共働のもと新サービスが提供され，スタートアップ都市づくりに貢献している。

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						107.5%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				オープンデータの活用事例										目標 モクヒョウ										創出 ソウシュツ						創出 ソウシュツ						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										3												創出 ソウシュツ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#VALUE!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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大
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行政のコントロール要素



企画04

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局 ソウム キカク キョク								企画調整部 キカク チョウセイ ブ								企画課 キカクカ

				事業名 ジギョウ メイ												志賀島活性化構想の推進 シカノシマ カッセイカ コウソウ スイシン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-4-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成14年度 ヘイセイ ネン ド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ																																										事業群 ジギョウ グン						農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		なし

						平成13年度に国民宿舎しかのしま苑が廃止されたことを機に，平成14年度に志賀島総合振興推進協議会（現在の志賀島振興協議会）が発足し，地域の活性化について検討を進めることになった。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				志賀島 シカノシマ																志賀島活性化構想に基づく島づくりを促進し，志賀島の活性化を図る。
＜志賀島活性化構想に掲げられた島づくりの方針＞
・自然と歴史を継承する島づくり
・訪れる人をもてなす憩いの島づくり
・農漁業の営みを創り伝える島づくり
・安心して住み続けることができる島づくり
・ふるさとをみんなで創る助け合いと協力の島づくり																														・地元と意見交換を行いながら，活性化構想の見直しに向けた作業の実施
・関係局区の関連事業の総合調整 ジモト イケン コウカン オコナ カッセイカ コウソウ ミナオ ム サギョウ ジッシ カンケイ キョク ク カンレン ジギョウ ソウゴウ チョウセイ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				平成19年度に地域が策定した志賀島活性化構想の見直しを行い，今後の志賀島の活性化の方向性を検討した。

○志賀島活性化構想検討業務委託
志賀島活性化構想の見直しに関する業務
　支出金額：3,834,000円
 ヘイセイ ネン ド チイキ サクテイ シカノシマ カッセイカ コウソウ ミナオ オコナ コンゴ シカノシマ カッセイカ ホウコウセイ ケントウ シカノシマ カッセイカ コウソウ ケントウ ギョウム イタク シカノシマ カッセイカ コウソウ ミナオ カン ギョウム シシュツ キンガク エン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・活性化構想の見直し
・関係局区の連携による各事業の効果の最大化 カッセイカ コウソウ ミナオ カンケイ キョク ク レンケイ カク ジギョウ コウカ サイダイカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								4,559										3,834										4,000														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														・志賀島の自立的な活性化の取組み
・交流人口の増加 シカノシマ ジリツテキ カッセイカ トリク コウリュウ ジンコウ ゾウカ

										一般財源 イッパン ザイゲン						4,559										3,834										4,000

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				志賀島振興協議会等の開催回数 シカノシマ シンコウ キョウギカイ ナド カイサイ カイスウ										目標 モクヒョウ				6						6						6						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				3						6

																		達成率 タッセイ リツ				50.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・定住人口の維持 テイジュウ ジンコウ イジ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				定住人口 テイジュウ ジンコウ										目標 モクヒョウ				1,929						1,869						現状維持 ゲンジョウ イジ						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				1,869						1,791												現状維持 ゲンジョウ イジ

																		達成率 タッセイ リツ				96.9%						95.8%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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小

大

大

小
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企画07 

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								企画課

				事業名 ジギョウ メイ												ユニバーサル都市・福岡の推進																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成23年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						ユニバーサル都市・福岡の推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○ユニバーサルデザインの概念の理解度（H28：55%)
○ユニバーサルデザインの取組みへの評価（H28：45%)

						少子高齢化や都市のグローバル化などに伴い，本市に暮らし，訪れる様々な人々の価値観やライフスタイルに対応するまちづくりが求められている。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市民																　市民一人ひとりが，ユニバーサルデザインの考え方を理解し，誰もが思いやりを持ち，すべての人にやさしいまちになっている。																														○ユニバーサル都市・福岡賞
○フェスティバルの実施
○市民向けプロモーション，企業向け啓発事業
　の実施
○NPO等のUDに関する活動に助成
○小学生へ副読本の配布
○新人研修の実施 シンジン ケンシュウ ジッシ









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				◎ ユニバーサル都市・福岡賞の創設・実施
　⇒　ＵＤによる取組や製品開発等を募集し表彰（応募：8件，表彰：4件）
◎ ユニバーサル都市・福岡フェスティバル２０１４の開催
　⇒　市，ＮＰＯ等による事業を集中的に実施（15事業，延べ7.6万人以上参加)
◎ ユニバーサル都市・福岡活動支援事業の実施
　⇒　NPO等のUDに関する活動費の一部を負担(5件応募，5件助成）
◎ ユニバーサル都市・福岡デザインワークショップ2014の開催
　⇒　市内のﾃﾞｻﾞｲﾅｰや企業等による，ＵＤの考え方によるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催
　⇒　ホテルや博物館を事例に，「福岡発のユニバーサルデザイン」を検討
◎ 企業向けセミナーの開催
　⇒　ＵＤを企業活動へ取入れていくためのﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾐﾅｰ開催（95名が参加）
◎　小学生向け副読本の作成　⇒　全市の小学校（4年生）に配布
◎　庁内推進　⇒　推進本部，新人研修の実施 トシ フクオカ ショウ ソウセツ ジッシ トリク セイヒン カイハツ トウ ボシュウ ヒョウショウ オウボ ケン ヒョウショウ ケン トシ フクオカ カイサイ シ トウ ジギョウ シュウチュウテキ ジッシ ジギョウ ノ マン ニン イジョウ サンカ トシ フクオカ カツドウ シエン ジギョウ ジッシ トウ カン ヒ イチブ フタン オウボ ジョセイ トシ フクオカ カイサイ シナイ キギョウ トウ カンガ カタ カイサイ ハクブツカン ジレイ フクオカ ハツ ケントウ キギョウム カイサイ キギョウ カツドウ トリイ カイサイ メイ サンカ ショウガクセイ ム フクドクホン サクセイ ゼンシ ショウガッコウ ネンセイ ハイフ チョウナイ スイシン スイシン ホンブ シンジン ケンシュウ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○市民等が，ユニバーサル都市・福岡賞に応
　募する
○市民等がフェスティバルに参加する
○市民や企業がUDに触れる
○NPO等がUDに関する取組を実施する
○小学生がUDについて学ぶ
○市職員がUDについて理解し，業務に取り入れる トウ シミン トウ サンカ キギョウ フ ジッシ ショウガクセイ マナ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								14,716										15,000										21,500														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								○行政だけでなく，市民・地域，企業，学校など
　がＵＤの大切さについて十分に理解している。
○行政をはじめ，市民・地域，企業，学校など
　で，ＵＤに関する具体的な取組を行っている。


										一般財源 イッパン ザイゲン						14,716										15,000										21,500

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				ユニバーサル都市・福岡フェスティバルの参加者数 サンカ シャ										目標 モクヒョウ				50,000						100,000						100,000						34年度

																		実績 ジッセキ				39,698						76,069												150,000

																		達成率 タッセイ リツ				79.4%						76.1%

								ユニバーサル都市・福岡の企業向けセミナー参加者数 キギョウム サンカシャ										目標 モクヒョウ				50						100						-						34年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				33						95												-										○みんながやさしい，みんなにやさしい「ユニ
　バーサル都市・福岡」が実現し，市民の生活
　の質や市の魅力が向上する。 トシ フクオカ ジツゲン シミン セイカツ シツ シ ミリョク コウジョウ

																		達成率 タッセイ リツ				66.0%						95.0%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				ユニバーサルデザインの概念の理解度										目標 モクヒョウ				52.0%						53.0%						53.0%						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				47.2%						48.7%												70.0%

																		達成率 タッセイ リツ				90.8%						91.9%

								ユニバーサルデザインの取組みへの評価										目標 モクヒョウ				42.0%						43.0%						43.0%						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				35.9%						39.3%												65.0%

																		達成率 タッセイ リツ				85.5%						91.4%
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企画08

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								

				事業名 ジギョウ メイ												産学官民連携による国際競争力強化																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		6-1-1						再 サイ		8-1-1

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成23年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						産学官連携による、知識創造型産業の振興

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						産学官連携の推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		

						アジアと日本の玄関口であり，暮らしの質の高さが世界から評価されている福岡であるが，今後は人口減少などにより経済成長が衰退する見込みがある。今後福岡の活力を維持強化していくためには，産学官民が一体となって，国際競争力を高め，地域経済をグローバル化することで，アジアの内需を取り込んでいくことが必要である。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				○福岡都市圏内外の産学官民 ナイガイ サンガク カンミン																○産学官民が一体となって，策定した地域戦略を推進することで，国際競争力を備えたアジアで最も持続可能な地域となっている。																														・福岡地域戦略協議会が策定した地域戦略を推進するために、５つの部会ごとにプロジェクトを検討する。

・イベントや情報発信を通じて、市民との共有を重視しながら戦略を推進していく。 ケントウ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○福岡都市圏の成長戦略を推進していくための産学官民連携組織である福岡地域戦略推進協議会の負担金を支出した。
福岡市は正会員として参画
（負担金内訳：正会員年会費：３００千円，協賛金等：３９，１００千円）
 フクオカ トシケン セイチョウ センリャク スイシン サンガク カンミン レンケイ ソシキ シシュツ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・５部会それぞれのプロジェクトが事業化を見据えて進められている。

・市民との共有が実現することにより戦略がより推進される。 ジギョウカ ミス スス シミン キョウユウ ジツゲン センリャク スイシン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								49,700										39,400										39,400														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・次々と事業が生みだされることで，域内外から人と投資が呼び込まれ，成長戦略目標が達成される。 ツギツギ ジギョウ ウ イキナイ ガイ ヒト トウシ ヨ コ

										一般財源 イッパン ザイゲン						49,700										39,400										39,400

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				市民シンポジウムの参加者										目標 モクヒョウ				2,000						500						1000						32年度

																		実績 ジッセキ				1,000						450												2000

																		達成率 タッセイ リツ				50.0%						90.0%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				域内総生産
（GRP）
（+兆円）										目標 モクヒョウ																						32年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																						2.8										福岡都市圏が東アジアのビジネスハブとして，日本・中国・韓国・台湾などのビジネス交流拠点となり，多様な人材が訪れ，働き，暮らす，国際競争力を備えたアジアで最も持続可能な地域となっている。 コクサイ キョウソウリョク ソナ モット ジゾク カノウ チイキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

								雇用増加
（+万人）										目標 モクヒョウ																						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ																						6

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

								人口増加
（+万人）										目標 モクヒョウ																						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ																						7

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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企画09

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								

				事業名 ジギョウ メイ												産業の国際競争力の強化（総合特区制度の推進） スイシン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成23年度 ヘイセイ ネン ド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し，アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												総合特別区域法																														施策 シサク						国際的なビジネス交流の促進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												グリーンアジア国際戦略総合特区国際競争力強化方針等																														事業群 ジギョウ グン						国際ビジネスの振興

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		

						国において，産業の競争力強化を目的とした総合特別区域法が策定され，同法に基づき区域指定。
H23.6：総合特別区域法成立　　H23.9：地域協議会の設立
H23.12：総合特区の区域指定（ｸﾞﾘｰﾝｱｼﾞｱ）





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				環境を軸とした産業																アジアの活力を取り込み，環境を軸とした産業の競争力を強化する。 カツリョク ト コ カンキョウ ジク サンギョウ キョウソウリョク キョウカ																														産学官で構成するグリーンアジア国際戦略総合特区地域協議会への参画
国や協議会の動きにあわせて，福岡市としてのインフラ整備や民間支援策などの事業を実施









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				○総合特区制度の支援策に関する国との協議の実施
○グリーンアジア国際戦略総合特区地域協議会の運営
○総合特区制度の支援策にあわせた福岡市独自の取組みの実施
市税の優遇や財政支援などの支援策の拡充等 ザイセイ カクジュウ トウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果，どうなるのか）

																																																		地域協議会において，民間事業者の投資計画などを踏まえた特区計画の作成・変更や，支援策のＰＲなど民間事業者の活用を促進する環境を整備。国による規制改革や財政支援等による事業環境の改善。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								8,959										990										3,000														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果，対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								民間事業者による総合特区制度の支援策を活用した設備投資額の拡大。


										一般財源 イッパン ザイゲン						8,959										990										3,000

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果，市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																投資の促進による産業の国際競争力強化，雇用の確保。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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企画10-1

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								企画課

				事業名 ジギョウ メイ												超高齢社会対応検討（一部）ｱｸﾃｨﾌﾞｴｲｼﾞﾝｸﾞ チョウ コウレイ シャカイ タイオウ ケントウ イチブ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-3-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						アクティブエイジングの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		健康に生活している高齢者の割合（H28　現状44%より増加）

						超高齢社会の到来に向けてアクティブエイジング（生涯現役社会づくり）を進める必要があったもの。






				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				60歳前後を中心とした幅広い世代の市民 サイ ゼンゴ チュウシン ハバヒロ セダイ シミン																趣味や余暇活動などによって、高齢者が健康で心豊かな生活を送るとともに、知識や経験を活かして、社会や地域の担い手・支え手として意欲的に活躍するようになる。 シュミ ヨカ カツドウ コウレイ シャ ケンコウ ココロ ユタ セイカツ オク チシキ ケイケン イ シャカイ チイキ ニナ テ ササ テ イヨクテキ カツヤク																														○アラカンフェスタの開催
○常設ホームページによるアラカン情報の配信 ジョウホウ ハイシン









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				○昨年度に引き続き、退職等で生活スタイルの大きな転換が見込まれる60歳前後のアラカン世代を中心とした幅広い世代に、これからの過ごし方について考え、趣味や地域・ボランティア活動、起業や就労などを行うきっかけにしてもらう情報見本市「アラカンフェスタ」を開催した。
○常設のホームページにより，イベントの情報発信を行った。 サクネンド ヒ ツヅ タイショク トウ セイカツ オオ テンカン ミコ サイ ゼンゴ セダイ チュウシン ハバヒロ セダイ ス カタ カンガ シュミ チイキ カツドウ ジョウセツ ジョウホウ ハッシン オコナ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○60歳前後を中心とする多くの市民がアラカンフェスタに参加する。
○60歳前後を中心とする多くの市民が常設ホームページから情報を得るようになる。 ゼンゴ チュウシン オオ サイ ゼンゴ チュウシン オオ ジョウセツ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								13,478										13,396										13,500														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														○アクティブエイジング（生涯現役社会づくり）の重要性を認識する人が増え、趣味や地域・ボランティア活動などの行動を実際に起こすアクティブシニアが増加する。 シュミ チイキ カツドウ コウドウ ジッサイ オ ゾウカ

										一般財源 イッパン ザイゲン						13,478										13,396										13,500

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				「アラカンフェスタ」への来場者数										目標 モクヒョウ				3,000						7,000						7000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				3,957						7,401

																		達成率 タッセイ リツ				131.9%						105.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																○社会や地域の担い手・支え手として活躍する高齢者が増える。
○健康に生活している高齢者（の割合）が増える。 シャカイ チイキ ニナ テ ササ テ カツヤク コウレイシャ フ ケンコウ セイカツ コウレイシャ ワリアイ フ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				60歳以上市民の地域活動参加率（％）										目標 モクヒョウ				50.0						53						40.0						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				36.3						37.2

																		達成率 タッセイ リツ				72.6%						70.2%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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大
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　　　　　　施策成果指標



企画10-2

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								企画課

				事業名 ジギョウ メイ												超高齢社会対応検討（一部）共助の仕組み チョウ コウレイ シャカイ タイオウ ケントウ イチブ キョウジョ シク																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-3-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いや助け合いによる地域福祉の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						見守り・支え合いの仕組みづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		地域での支え合いにより、子育て家庭や高齢者が暮らしやすいまちだと感じる市民の割合　（H28　50％）

						超高齢社会の到来に向け、住み慣れた地域で元気に暮らしていける共助の仕組みづくりが必要であったため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				地域住民
行政
民間事業者
ＮＰＯ																住み慣れた地域で安心して住み続けられるよう、共助の仕組みづくりを行う。 キョウジョ シク オコナ																														○モデル地域において、ワークショップ等を実施し、地域の課題・人材・資源を見える化し、マッチングすることで解決策を考える仕組み・手法を調査検討する。
○企業等の参加により、地域課題を解決する仕組み・手法を調査検討する。 トウ チイキ カダイ ジンザイ ミ バ カイケツサク カンガ シク シュホウ チョウサ ケントウ キギョウ トウ サンカ チイキ カダイ カイケツ シク シュホウ チョウサ ケントウ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○共助の仕組みづくりについて、アジアン・エイジング・ビジネスセンター、九州経済調査協会、福岡市が共同研究チームを結成し、科学技術振興機構（ＪＳＴ）から助成金を受けてモデル事業を実施。
○モデル地域において、地域の課題と地域の人材や資源を把握・見える化し、それらをマッチングすることで解決策を考える仕組み・手法の調査検討を実施。
○地域課題の解決に向けて，企業やＮＰＯ等が参加する仕組み・手法の調査検討に着手。
○地域コーディネーターが用いるツールを試作し、社会福祉協議会や公民館などの協力を得て試行。
 キョウジョ シク フクオカ チイキ チイキ カダイ チイキ ジンザイ シゲン ハアク ミ カ カイケツサク カンガ シク シュホウ チョウサ ケントウ ジッシ チイキ カダイ カイケツ ム キギョウ トウ サンカ シク シュホウ チョウサ ケントウ チャクシュ チイキ モチ シサク シャカイ フクシ キョウギカイ コウミンカン キョウリョク エ シコウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○地域でのコーディネート人材育成のためのコーディネートツール（マニュアル）を開発する。
○地域コーディネーターを支援する機能（中間支援機能）の組織・役割を具体化する。 チイキ ジンザイ イクセイ カイハツ チイキ シエン キノウ チュウカン シエン キノウ ソシキ ヤクワリ グタイカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,244										139										750														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														○ワークショップ等を通じて、モデル地域における課題や資源等が明らかになるとともに、住民が地域の課題を自らのこととして主体的に考えるようになる。
 トウ ツウ カダイ シゲン トウ アキ ジュウミン チイキ カダイ ミズカ シュタイテキ カンガ

										一般財源 イッパン ザイゲン						3,244										139										750

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				モデル地区において、モデル作りのワークショップ等を実施した回数 トウ										目標 モクヒョウ				5						7						10						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				4						8

																		達成率 タッセイ リツ				80.0%						114.3%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																○モデル地域において、住民や企業等が主体となった共助の仕組みが形成され、他地域にも広げることができるモデルができる。 キギョウ トウ タチイキ ヒロ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				共助のための企業等との連携体制ができた地域数										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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大

大

小
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大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



企画10-3

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								企画課

				事業名 ジギョウ メイ												超高齢社会対応検討（一部）市民理解 チョウ コウレイ シャカイ タイオウ ケントウ イチブ シミン リカイ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-6-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度 ド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		視察･研修受入人数　（H28　970人）

						超高齢社会の到来に向け日本が先行している分野での海外貢献や、海外展開を検討する企業支援等を通じて福岡市の拠点性を高める必要があるため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市民
高齢関係事業者 シミン コウレイ カンケイ ジギョウシャ																超高齢社会に関する理解の促進と関連する事業活動の活性化を図り海外進出につなげる。 チョウ コウレイ シャカイ カン リカイ ソクシン カンレン ジギョウ カツドウ カッセイカ ハカ シンシュツ																														○企業ワークショップ等を開催する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				○アクティブエイジングに関するシンポジウムを開催し，活動事例の報告等を行った。
○東南アジア（特にインドネシア）の大学・研究者などとの情報交換や、交流を中心とした協力関係構築に努めた。 カン カイサイ カツドウ ジレイ ホウコク トウ オコナ トウナン トク ダイガク ケンキュウシャ ジョウホウ コウカン コウリュウ チュウシン キョウリョク カンケイ コウチク ツト



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○海外進出を検討する企業が参加する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								500										500										740														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														○海外とのネットワークが広がる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						500										500										740

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				ビジネスワークショップ等の開催回数 トウ										目標 モクヒョウ				1						1						1						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				1						1

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																○企業のスムーズな海外展開に寄与することなり、福岡市の拠点性が高まる。 フクオカ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				海外で何らかの事業を実際に行った企業（福岡に拠点を有するもの）の数										目標 モクヒョウ				1						1						1						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				0						0

																		達成率 タッセイ リツ				0.0%						0.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



企画11

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								企画調整部								

				事業名 ジギョウ メイ												グローバル人材の育成と集積(グローバル人材の育成・定着/イノベーション創出支援事業) ジンザイ イクセイ シュウセキ ジンザイ イクセイ テイチャク ソウシュツ シエン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-5-1						再 サイ		7-5-3

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												育成：平成25年度/集積：平成26年度 イクセイ シュウセキ ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						グローバル人材の育成と活躍の場づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		

						○社会のグローバル化，日本・九州の人口減少が進む中で，本市の国際競争力を高め，活力を維持していくために，グローバルに活躍できる人材の育成と集積及び活躍できる環境づくりを行う必要があるため。
　 オヨ カツヤク カンキョウ オコナ ヒツヨウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				【グローバル人材の育成】
市内中高生
【グローバル人材の集積】
福岡都市圏
福岡内外の人材及び企業 ジンザイ イクセイ シナイ チュウコウセイ ジンザイ シュウセキ フクオカ トシケン フクオカ ナイガイ ジンザイ オヨ キギョウ																【グローバル人材の育成】
グローバル人材育成環境の充実させることで将来的に世界で活躍できる人材の育成を図る。
【グローバル人材の集積】
イノベーション創出支援により革新的なビジネスアイデアが生みだされることで，スタートアップが加速され，また企業内新ビジネスが創出され，その成果により都市が豊かになる。 ジンザイ イクセイ ジンザイ シュウセキ カクシンテキ ウ カソク キギョウ ナイ シン ソウシュツ セイカ トシ ユタ																														【グローバル人材の育成】
国際バカロレア認定校等のグローバル人材育成施策実践校への調査・ヒアリングを実施する。

【グローバル人材の集積】
イノベーションスタジオ福岡がスタートする。
（福岡市が負担金を支出し，運営を支援） ジンザイ イクセイ コクサイ ニンテイコウ トウ ジンザイ イクセイ シサク ジッセン コウ チョウサ ジッシ ジンザイ シュウセキ フクオカ フクオカシ フタンキン シシュツ ウンエイ シエン









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				【グローバル人材の育成】
●グローバル人材の育成･定着
①特色あるグローバル人材育成施策を実施している国，東京都，札幌市，群馬県太田市へ教育委員会とともに調査･ヒアリングを実施
②「グローバル創業都市･福岡」の実現に向けたグローバル人材育成施策のあり方検討業務委託

【グローバル人材の集積】
●イノベーション創出支援事業
福岡地域戦略推進協議会が主催する，福岡の多様な人材や企業が参加しこれまでにないビジネス創出を目指すプロジェクト「イノベーションスタジオ福岡」の支援

 ジンザイ イクセイ ジンザイ イクセイ テイチャク トクショク ジンザイ イクセイ シサク ジッシ クニ トウキョウト サッポロシ グンマケン オオタシ キョウイク イインカイ チョウサ ジッシ ソウギョウ トシ フクオカ ジツゲン ム ジンザイ イクセイ シサク カタ ケントウ ギョウム イタク ソウシュツ シエン ジギョウ フクオカ チイキ センリャク スイシン キョウギカイ シュサイ フクオカ タヨウ ジンザイ キギョウ サンカ ソウシュツ メザ フクオカ シエン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		【グローバル人材の育成】
教育委員会等の関係部署と調査･ヒアリングの成果(方向性，課題等)を共有し，今後の具体的な検討及び導入を支援する。

【グローバル人材の集積】
福岡内外の多様な人材や企業がイノベーションスタジオ福岡に参加する。 ジンザイ イクセイ キョウイク イインカイ トウ カンケイ ブショ チョウサ セイカ ホウコウセイ カダイ トウ キョウユウ コンゴ グタイテキ ケントウ オヨ ドウニュウ シエン ジンザイ シュウセキ フクオカ ナイガイ タヨウ ジンザイ キギョウ フクオカ サンカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								29,911										37,927										33,900														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								【グローバル人材の育成】
明確になった方向性と課題を踏まえた施策が立案・導入される。

【グローバル人材の集積】
よりよい生活につながるアイデアから新しい製品やサービスが生みだされ，創業や第2創業といったスタートアップが実現する。 ジンザイ イクセイ メイカク ホウコウセイ カダイ フ シサク リツアン ドウニュウ ジンザイ シュウセキ セイカツ アタラ セイヒン ウ ソウギョウ ダイ ソウギョウ ジツゲン

										一般財源 イッパン ザイゲン						29,911										37,927										33,900

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				イノスタ協賛企業数 キョウサン キギョウ スウ										目標 モクヒョウ										10						10						28年度

																		実績 ジッセキ										10												20

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						28年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																【グローバル人材の育成】
グローバル人材育成環境が充実し，市内中高生が将来的に世界で活躍できる人材として育成される。

【グローバル人材の集積】
スタートアップや創造性のある人材や企業の研究開発拠点の集積が促進され，雇用が生まれ税収が増加し，都市が豊かになる。 ジンザイ イクセイ ジンザイ イクセイ カンキョウ ジュウジツ シナイ チュウコウセイ ショウライテキ セカイ カツヤク ジンザイ イクセイ ジンザイ シュウセキ ソウゾウセイ ジンザイ キギョウ ケンキュウ カイハツ キョテン シュウセキ ソクシン コヨウ ウ ゼイシュウ ゾウカ トシ ユタ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				生みだされたビジネスアイディアの数 ウ カズ										目標 モクヒョウ										10						15						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										14												20

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						140.0%

								生みだされたスタートアップの数 ウ カズ										目標 モクヒョウ										2						2						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										0												5

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						0.0%
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企画13

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局 ソウム キカク キョク								企画調整部 キカク チョウセイ ブ								企画課 キカク カ

				事業名 ジギョウ メイ												福岡市における東京圏バックアップ調査研究・推進事業 チョウサ ケンキュウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-4-6						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成23年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						東京圏バックアップの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ

						東日本大震災をきっかけに，主要な官公庁や民間企業の本社等，東京圏に国の中枢機能が一極集中していることの危機管理上の課題が強く認識されはじめたこと。 トウキョウ ケン クニ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				国（内閣府等），民間企業，福岡市 トウ ミンカン キギョウ																産学官で連携し，福岡市に東京圏のバックアップ機能を誘致することで，国全体の危機管理体制を構築するとともに，福岡市の活性化にもつなげる。																														・産学官が連携したバックアップ機能の誘致活動の実施
・国，民間企業等へ，福岡市がバックアップ拠点として適していることのＰＲ活動の実施 キノウ カツドウ ジッシ キョテン









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○内閣府や関係国会議員などに対して提言活動を実施
○東京圏バックアップの実現や民間企業の本社機能の地方分散に向け，国の首都機能や本社機能が集積している東京で，経済界と協力してシンポジウムを開催
○各中央省庁における業務継続計画の検討状況の調査などバックアップに関する国動向を把握
○東京事務所や経済観光文化局企業誘致課により，東京圏に本社を有する民間企業に対して誘致のＰＲ活動を実施
 チョウサ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・国が福岡市をバックアップ拠点とすることを検討する。
・民間企業が福岡市への本社機能その他重要な機能の移転について検討する。
 キョテン タ ジュウヨウ キノウ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								1,070										1,118										2,000														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・国が福岡市をバックアップ拠点とすることを決定する。
・民間企業が本社機能等を福岡市に移転する。 キョテン トウ

										一般財源 イッパン ザイゲン						1,070										1,118										2,000

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				シンポジウムの開催数 カイサイ スウ										目標 モクヒョウ				2回/年						1回/年						1回/年 カイ ネン						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				1回/年						1回/年

																		達成率 タッセイ リツ				50.0%						100.0%

								シンポジウムの参加者数 サンカシャ スウ										目標 モクヒョウ				250名/回						150名/回						150名/回 メイ カイ						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				210名/回						213名/回																						・国や民間企業等が，東京圏の中枢機能を福岡市にバックアップすることで，福岡市の経済活動の活性化，人口増加等につながり，市民の生活の質や，市の魅力が向上するとともに，災害に強い国づくりに向けた地方の役割を果たすことができる。 クニ ミンカン キギョウ トウ フクオカシ サイガイ ツヨ クニ ム チホウ ヤクワリ ハ

																		達成率 タッセイ リツ				84.0%						142.0%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				福岡市への東京圏バックアップの実現 フクオカシ トウキョウ ケン ジツゲン										目標 モクヒョウ				1						1												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				0						0

																		達成率 タッセイ リツ				0.0%						0.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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大
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企画14

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局 ソウム キカク キョク								企画調整部 キカク チョウセイ ブ								企画課 キカクカ

				事業名 ジギョウ メイ												都心のまちづくりの推進 トシン スイシン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		4-6-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成17年度 ヘイセイ ネン ド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						ストックの活用による地区の価値や魅力の向上

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						エリアマネジメントの推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		なし

						福岡都心部の更なる賑わい創出や魅力向上を行う必要性があったため。 フクオカ トシンブ サラ ニギ ソウシュツ ミリョク コウジョウ オコナ ヒツヨウセイ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				都心部 トシンブ																官民共働により、都心部の魅力や回遊性の向上、美しい景観の形成や安全・安心の空間を創出する。 カンミン キョウドウ トシンブ ミリョク カイユウセイ コウジョウ ウツク ケイカン ケイセイ アンゼン アンシン クウカン ソウシュツ																														エリアマネジメント団体に負担金を支出するとともに、エリアマネジメント団体のまちづくり事業に対し支援を行う。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				○天神地区・博多地区において、地域・企業などが会員となって、魅力的なイベントの実施、回遊性向上や来街者のおもてなし、まちの美化、防犯・防災活動等のまちづくり活動を実施しているエリアマネジメント団体（天神地区：We Love 天神協議会、博多地区：博多まちづくり推進協議会）に負担金を支出するとともに、エリアマネジメント団体のまちづくり事業に対し支援を行った。



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		エリアマネジメント団体による、まちづくりイベント、集客促進活動、安全安心・環境向上活動が進む。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								24,560										24,226										24,365														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						15,360										8,640										7,200														エリアマネジメント団体の活動が活発になり、よりいっそう自律的に運営できるようになる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						9,200										15,586										17,165

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				エリアマネジメント団体数 ダンタイ スウ										目標 モクヒョウ				2						2						2						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2						2

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																福岡都心部の価値や魅力が持続的かつ自律的に維持できることとなる。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				福岡都心部は賑わいがあり訪れたくなる魅力があると感じる市民の割合 フクオカ トシンブ ニギ オトズ ミリョク カン シミン ワリアイ										目標 モクヒョウ				79						-						79						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				79						-

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						ERROR:#VALUE!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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企画16

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								ウォーターフロント再整備推進室 サイセイビ スイシンシツ

				事業名 ジギョウ メイ												ウォーターフロント地区(中央ふ頭・博多ふ頭)再整備の推進																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-1-1						再 サイ		8-1-2						5-3-2						5-4-1

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						都市の活力を牽引する都心部の機能強化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市総合計画（施策８－１）																														事業群 ジギョウ グン						都心部の機能強化と魅力づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○都心部の従業者数：中間目標値（H28ND）39万人，目標値（H34ND）40万人
都心部の１日あたりの歩行者交通量：中間目標値（H28ND）110,000人，目標値113,000人（H34ND）

						福岡市総合計画においてウォーターフロント地区は，天神・渡辺通，博多駅周辺と同じく，都心部の核として位置付けられており，都市機能の強化，回遊性の向上を図ることが都市の活力を牽引するうえで求められている。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				○ウォーターフロント地区（中央ふ頭・博多ふ頭） チク チュウオウ トウ ハカタ トウ																１）天神・渡辺通地区，博多駅周辺地区に次ぐ，都心部の新たな拠点として，都市機能を高めるとともに，地区間の連携強化を図り，福岡市の成長エンジンとなる都心部の国際競争力の強化を図る。
２）民間活力やノウハウを積極的に活用しながら，既存施設との連携を図りつつ，ＭＩＣＥ機能の更なる強化や集客交流機能，港湾機能の充実・強化により，ＭＩＣＥ機能と港湾機能が近接した地区の強みを生かした一体的な再整備を行う。
３）市民をはじめ国内外からの来街者が海に出て楽しめるよう，水辺を生かしたシンボリックな空間や賑わいが連続した憩いと潤いのある空間の創出と，海や街からの眺めや緑を大切にした景観形成を図り，福岡の顔となる都心部の新たな拠点をめざす。																														○ウォーターフロント地区再整備にあたっての市民向けの広報啓発 チク サイセイビ シミン ム コウホウ ケイハツ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				ウォーターフロント地区（中央ふ頭・博多ふ頭）再整備の方向性をとりまとめるとともに，市民や民間事業者に対する広報啓発を行った。 チク チュウオウ トウ ハカタ トウ サイセイビ ホウコウセイ シミン ミンカン ジギョウ シャ タイ コウホウ ケイハツ オコナ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○再整備に関する市民の認知度向上
○再整備に関する民間事業者の投資及び参画意欲の醸成 サイセイビ カン ミンカン ジギョウ シャ トウシ オヨ サンカク イヨク ジョウセイ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								9,870										10,867										12,870														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								○ウォーターフロント再整備に関する必要性の理解

										一般財源 イッパン ザイゲン						9,870										10,867										12,870

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				市民意見募集の実施回数 シミン イケン ボシュウ ジッシ カイスウ										目標 モクヒョウ				未実施 ミジッシ						1												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										1

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						100.0%

								ホームページの更新回数 コウシン カイスウ										目標 モクヒョウ																3						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																○ウォーターフロント地区の着実な再整備 チャクジツ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				市民意見の件数 シミン イケン ケンスウ										目標 モクヒョウ				未実施 ミジッシ						100												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										152

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						152.0%

								ホームページビュー数 スウ										目標 モクヒョウ																15000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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国際06

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								国際部								国際課

				事業名 ジギョウ メイ												国際貢献・国際協力の推進 コクサイ コウケン コクサイ キョウリョク スイシン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-6-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						国際貢献・国際協力の推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○視察・研修受入人数（H28：９７０人）

						ｱｼﾞｱの諸都市は，急激な経済成長に伴う都市問題に直面している。
一方、福岡市は、「住み良いまちづくり」のﾉｳﾊｳを持っているため、
都市問題解決に寄与することにより、国際貢献・協力を図るもの。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				海外の諸都市 カイガイ ショ トシ																海外からの研修生受入れや職員の海外派遣による国際貢献・国際協力を推進する。これらの取組みにより、福岡市の知名度や存在感を向上させるとともに、海外諸都市との関係を構築し，官民連携したビジネス展開をめざすもの。 カイガイ ケンシュウセイ ウケイ ショクイン カイガイ ハケン コクサイ コウケン コクサイ キョウリョク スイシン トリク フクオカシ チメイド ソンザイカン コウジョウ カイガイ ショ トシ カンケイ コウチク カンミン レンケイ テンカイ																														○国際貢献・ビジネス展開
　・「国際ビジネス展開プラットフォーム」の運営
　・海外ビジネス展開に向けて、関係構築が進
　　んだ地域を対象とした取組み
○国際視察・研修受入
　・海外からの視察・研修受入、海外への職員
　　派遣の継続
　・ハビタット、JICA、海外派遣職員を活用した
　　海外諸都市の情報収集
 カイガイ シサツ ケンシュウ ウケイレ カイガイ ショクイン ハケン ケイゾク カイガイ ハケン ショクイン カツヨウ カイガイ ショ トシ ジョウホウ シュウシュウ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				○ﾐｬﾝﾏｰ･ﾔﾝｺﾞﾝ市と「まちづくり協力・支援に関する覚書」締結
○「国際貢献・ビジネス推進会議」設置(庁内推進体制構築)
○「国際ビジネス展開プラットフォーム」設置(官民連携した新たな枠組み)
○自治体職員協力交流事業(ヤンゴン市職員受入)
○福岡市の「住み良いまちづくり」広報動画制作(海外行政担当者へPR)
   上映：9件/162人、配布：14件/19枚
○大使館，JICAなど国際協力にかかる関係機関等との協議・連携強化
○海外からの視察・研修生受入れ
　・国際視察・研修受入実績(平成26年度　385名)
※(公財)福岡アジア都市研究所への負担金
　国際視察・研修受入に関して
　・多言語(英・中・韓)に対応した受入窓口の設置
　・情報発信(リーフレットやガイドの翻訳・更新など)
 セッチ チョウナイ スイシン タイセイ コウチク コクサイ テンカイ セッチ カンミン レンケイ アラ ワクグ タイシ カン コクサイ キョウリョク カンケイ キカン トウ キョウギ レンケイ キョウカ カイガイ シサツ ケンシュウセイ ウケイレ コクサイ シサツ ケンシュウ ウケイレ ジッセキ ヘイセイ ネン ド メイ コウ ザイ フクオカ トシ ケンキュウジョ フタンキン コクサイ シサツ ケンシュウ ウケイレ カン タゲンゴ エイ チュウ カン タイオウ ウケイレ マドグチ セッチ ジョウホウ ハッシン ホンヤク コウシン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		○国際貢献・ビジネス展開
　・相手地域との関係構築
　・JICA技術協力プロジェクト等の案件受注
○国際視察・研修受入
　・JICA事業等による海外からの視察・研修生
　　の増加、市職員の派遣
 ジギョウ トウ カイガイ シサツ ケンシュウセイ ゾウカ シショクイン ハケン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								6,749										20,829										26,495														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								○国際貢献・ビジネス展開
　・ODA等の案件形成
○国際視察・研修受入
　・福岡市と長期継続した関係構築のために
　  MOU（協定等）を締結
 フクオカシ

										一般財源 イッパン ザイゲン						6,749										20,829										26,495

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				視察・研修受入人数										目標 モクヒョウ				726						799						879						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				630						385

																		達成率 タッセイ リツ				86.8%						48.2%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																○国際貢献・ビジネス展開
　・官民連携した海外ビジネス展開
　→地場企業等のビジネス機会の創出
○国際視察・研修受入
　・海外諸都市のニーズに合わせた国際貢献・
　  協力
　→福岡市の知名度や存在感の向上
 ジバ キギョウ トウ キカイ ソウシュツ カイガイ ショ トシ ア コクサイ コウケン キョウリョク

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				ＭＯＵ（協定）の締結数
（累計）										目標 モクヒョウ				2						3						4						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2						3

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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国際10

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								国際部								国際企画担当

				事業名 ジギョウ メイ												在住外国人の生活環境整備事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-8-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												昭和６１年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○在住外国人の住みやすさ評価（H29：増加）
　　（福岡市は住みやすいと感じる在住外国人の割合）
○福岡市に住んでいる外国人の数（H28：29,000人）

						国際化の進展に伴い、在住外国人の生活にかかる情報の収集・提供を中心に事業開始。時代の変化に対応した事業を展開し、外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくりを図る。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				在住外国人
在住外国人の支援者
（日本語ボランティア等）
日本人市民																　地域における相互理解を促進し、日本人にも外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくりを進める。																														・生活便利帳等「ウェルカムキット」を配付する。
・日本語教室、ボランティア養成講座を開催する。
・マナー紹介、ボランティア通訳派遣を実施する。
・区役所窓口業務を支援する出張レインボープラザを実施する。 クヤクショ マドグチ ギョウム シエン シュッチョウ ジッシ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				●転入外国人への生活便利帳等「ウェルカムキット」の配付［全区役所］
●在住外国人への生活ルール・マナー紹介等［国際交流財団］
●地域への語学ボランティア派遣[国際交流財団]
●出張レインボープラザ[国際交流財団]
●日本語学習支援
　・日本語ボランティア養成講座［国際部・市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委託］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［※H24まで早良区］
　・市民センターにおける日本語学習支援［東・中央・城南・早良・西区］
　　※国際部、各区、国際交流財団、市民の連携により実施
 セイカツ ザイダン コクサイ コウリュウ ザイダン コクサイ コウリュウ ザイダン コクサイブ シミン イタク サワラク ザイダン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・在住外国人へ情報が届く。
・在住外国人が日本語を学ぶ。
・在住外国人が日本の生活ルール・マナーを学ぶ。
・日本語ボランティアが増える
・在住外国人と地域住民とのコミュニケーションがとれる。
・区役所の外国人対応がスムーズになる。 ザイジュウ ガイコク ジン ニホンゴ マナ セイカツ クヤクショ ガイコク ジン タイオウ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								7,609										5,871										25,844														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																0																								・外国人が情報収集しやすくなる。
・外国人が日本語を習得し，日本人とコミュニケーションが取れるようになる。
・外国人が日本の生活ルール・マナーを実践する。
・外国人が地域住民との交流が進み，地域とのトラブルが避けられる。
・外国人が区役所を利用しやすくなる。 ニホンゴ シュウトク ニホンジン ト ガイコク ジン ニホン セイカツ ジッセン ジュウミン コウリュウ スス ガイコク ジン クヤクショ リヨウ

										一般財源 イッパン ザイゲン						7,609										5,871										25,844

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				日本語ボラン
ティア養成講座
受講者数										目標 モクヒョウ				50						70						70						年度

																		実績 ジッセキ				70						70

																		達成率 タッセイ リツ				140.0%						100.0%

																																																		④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																																																		・日本人と外国人の相互理解が進み、日本人にも外国人にも住みやすく活動しやすいまちになる。
・外国人にも住みやすいまちは，高度人材及び留学生の誘導，定着を下支えし，福岡市の国際化、活性化につながる。 ガイコク ジン ス シタ ササ



				成果の指標 セイカ シヒョウ				市内の日本語
教室数										目標 モクヒョウ				45						45						45						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				45						45

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ
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国際11

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								総務企画局								国際部								国際企画担当

				事業名 ジギョウ メイ												留学生支援・ネットワーク構築事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		8-5-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												昭和６３年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						グローバル人材の育成と活躍の場づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						留学生支援・外国人ネットワークの構築

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○ 就労目的の在留資格を持つ外国人の数(H28：3,200人)

						　地域の競争力を強化し活性化を図る上で、地域や我が国を支える人材として、また、世界で活躍できる高度人材、あるいは出身国と福岡との橋渡しをする人材として、留学生が重要な存在となっている。そこで、優秀な留学生の本市への集積を促進するとともに、本市留学経験者を含め、地域における活用を図る必要があったため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				 外国人留学生
 帰国留学生
 市民
 日本人大学生 ガイコク ジン ニホンジン ダイガクセイ																　・ 地域社会や我が国を支える人材として優秀な留学生の集積を促進するとともに、市民交流を推進し、市民の理解と協力を得、福岡の良き理解者として養成する。																														 ・ 留学生奨学金事業を行う。
 ・ 留学生の市民交流を促進する。
 ・ 福岡県留学生サポートセンターを通じ、海外広報、 就職支援を行う。
 ・ 福岡市留学生経験者も含む留学生とのネットワークの構築を行う。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				○ 留学生奨学金事業
　・ 福岡市レインボー奨学生奨学金（(公財)福岡よかトピア国際交流財団）により、留学生の経済面の援助をし、学習環境の整備と優秀な人材の誘致を行った。
○ 「福岡県留学生サポートセンター」における海外広報、就職支援
　・ 経済界、大学及び県などと共同で、海外広報や留学生への就職支援を行った。
○ 福岡市留学生経験者も含む留学生とのネットワークの構築
　・留学生交流サイトを構築し、 奨学金受給者などの留学生とのネットワークを構築するための交流基盤をつくった。
○スタートアップ奨学金
　・市内大学の日本人留学生に奨学金を貸付し、スタートアップ支援を行うことにより、地元への定着を図った。 コウザイ フクオカ コクサイ コウリュウ ザイダン リュウガクセイ コウリュウ コウチク リュウガクセイ コウチク コウリュウ キバン ショウガクキン シナイ ダイガク ニホンジン リュウガクセイ ショウガクキン カシツケ シエン オコナ ジモト テイチャク ハカ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		 ・ 奨学金を受給する留学生の生活が安定する。
 ・ 留学生に対する市民の理解と協力を得られる。
 ・ 留学先に福岡市を選択する留学生が増加する。
 ・ 留学生奨学金事業により、留学生の学習環境を整備し、優秀な人材の誘致ができる。
 ・帰国留学生とのネットワークを維持できる。
 ・日本人大学がグローバル人材として育成される。
 ニホンジン ダイガク ジンザイ イクセイ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								15,300										19,355										35,220														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								 ・ 福岡市への留学経験者が、福岡市に対して
　 好意的な、良き理解者となる。
 ・ 福岡市に就職する留学生が増加する。
 ・ 地域での留学生の人材活用を行うことができる。
 ・ 日本人大学生がグローバル人材として福岡市に
　  就職する。 ニホンジン ダイガクセイ ジンザイ フクオカシ シュウショク

										一般財源 イッパン ザイゲン						15,300										19,355										35,220

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				福岡市内の大学・短大に在籍する留学生数										目標 モクヒョウ				3,471						3,571						3554						32年度

																		実績 ジッセキ				3,227						3,227												5533

																		達成率 タッセイ リツ				93.0%						90.4%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																 ・ グローバル人材として留学生を活用し、定着した
　 優秀な人材が福岡市で活躍している。
 ・ 福岡市がグローバル人材の結節点として機能
　 する。
 ・ 福岡市が「世界のグローバル人材の一大輩出地」 
    となっている。 テイチャク ユウシュウ フクオカシ カツヤク

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				連絡の取れる
留学生数・留学経験者数										目標 モクヒョウ				250						600						562						32年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				320						475												1000

																		達成率 タッセイ リツ				128.0%						79.2%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!																						 
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施策コード

						目標 モクヒョウ				施策 セサク				事業群 ジギョウ グン

		1-1-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		1		ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり		1		ユニバーサル都市・福岡の推進 トシ フクオカ スイシン

		1-2-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		1		人権尊重のまちづくり ジンケン ソンチョウ

		1-2-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		2		男女共同参画意識の浸透

		1-3-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		1		こころとからだの健康づくり ケンコウ

		1-3-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		2		医療体制の充実

		1-3-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		3		アクティブエイジングの推進

		1-4-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		1		未来の担い手である子ども達への重点的な取組み ミライ ニナ テ コ タチ ジュウテンテキ ト ク

		1-4-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		2		にぎわいの街としての文化芸術の振興

		1-4-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		3		文化施設の有効活用と整備

		1-5-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		1		スポーツ・レクリエーション活動の促進 カツドウ ソクシン

		1-5-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		2		スポーツ施設の整備・活用

		1-6-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		1		地域における総合的な福祉サービスの構築 チイキ ソウゴウテキ フクシ コウチク

		1-6-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		2		高齢者の健康と福祉の向上 ケンコウ フクシ コウジョウ

		1-6-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		3		障がい者の自立と社会参加の支援

		1-6-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		4		生活の安定の確保など

		1-7-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		1		子どもの権利の尊重 コ ケンリ ソンチョウ

		1-7-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		2		安心して生み育てられる環境づくり

		1-7-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		3		地域における子育ての支援

		1-8-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		1		知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成 チ トク タイ チョウワ イ チカラ モ コ イクセイ

		1-8-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		2		国際教育の推進

		1-8-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		3		いじめ・不登校等対策の充実 フトウコウ ナド タイサク

		1-8-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		4		子ども・若者の健全育成の取組み コ ワカモノ ケンゼン イクセイ トリク

		1-8-5		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		5		教育・健全育成環境の整備 キョウイク ケンゼン イクセイ カンキョウ セイビ

		2-1-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		1		地域コミュニティの基盤強化 チイキ キバン キョウカ

		2-1-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		2		地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用 チイキ カッセイカ チイキ ジンザイ ハックツ カツヨウ

		2-2-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		1		公民館の機能強化 コウミンカン キノウ キョウカ

		2-2-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		2		活動の場づくり カツドウ バ

		2-3-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		3		支え合いや助け合いによる地域福祉の推進		1		見守り・支え合いの仕組みづくり ミマモ ササ ア シク

		2-4-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		1		ＮＰＯ、ボランティア活動の支援 カツドウ シエン

		2-4-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		2		共働の推進 トモ ハタラキ スイシン

		2-5-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		5		ソーシャルビジネスなど多様な手法やつながりによる社会課題解決の推進		1		ソーシャルビジネスの普及・促進 フキュウ ソクシン

		3-1-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		1		防災・危機管理体制の強化 ボウサイ キキ カンリ タイセイ キョウカ

		3-1-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		2		地域防災力の強化 チイキ ボウサイリョク キョウカ

		3-1-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		3		消防・救急体制の充実・強化 ショウボウ キュウキュウ タイセイ ジュウジツ キョウカ

		3-1-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		4		災害に強い都市基盤整備 サイガイ ツヨ トシ キバン セイビ

		3-2-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		1		安全で快適な道路環境づくり アンゼン カイテキ ドウロ カンキョウ

		3-2-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		2		総合治水対策の推進 ソウゴウ チスイ タイサク スイシン

		3-2-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		3		施設の計画的な維持更新（アセットマネジメント） シセツ ケイカクテキ イジ コウシン

		3-3-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		1		良質な住宅、住環境形成の推進 リョウシツ ジュウタク ジュウカンキョウ ケイセイ スイシン

		3-3-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		2		安心して住み続けられる住宅供給の促進 アンシン ス ツヅ ジュウタク キョウキュウ ソクシン

		3-4-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		1		安全で適正な自転車利用

		3-4-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		2		モラル・マナーの向上 コウジョウ

		3-4-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		3		ごみの不法投棄の防止 フホウ トウキ ボウシ

		3-4-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		4		屋外・路上広告物の適正化 オクガイ ロジョウ コウコクブツ テキセイカ

		3-5-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		1		市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化 シミン ボウハン イシキ コウジョウ チイキ ボウハン リョク キョウカ

		3-5-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		2		犯罪が発生しにくい環境づくり ハンザイ ハッセイ カンキョウ

		3-5-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		3		暴力団排除対策の推進 ボウリョクダン ハイジョ タイサク スイシン

		3-5-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		4		飲酒運転撲滅への取組み インシュ ウンテン ボクメツ トリク

		3-6-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		1		水の安定供給 ミズ アンテイ キョウキュウ

		3-6-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		2		節水型都市づくり セッスイ ガタ トシ

		3-6-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		3		安全で良質な水道水の供給 アンゼン リョウシツ スイドウ ミズ キョウキュウ

		3-6-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		4		水源地域・流域との連携・協力 スイゲン チイキ リュウイキ レンケイ キョウリョク

		3-7-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		1		大気環境などの保全 タイキ カンキョウ ホゼン

		3-7-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		2		食の安全確保、衛生的な生活環境の向上 ショク アンゼン カクホ エイセイテキ セイカツ カンキョウ コウジョウ

		3-7-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		3		消費者被害の未然防止・救済 ショウヒシャ ヒガイ ミゼン ボウシ キュウサイ

		4-1-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		1		再生可能エネルギー等の導入 サイセイ カノウ トウ ドウニュウ

		4-1-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		2		省エネルギーの推進 ショウ スイシン

		4-1-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		3		エネルギーのエリアマネジメントの推進 スイシン

		4-2-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		1		３Ｒの推進 スイシン

		4-2-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		2		ごみ処理施設の維持・整備 ショリ シセツ イジ セイビ

		4-3-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		1		生物多様性の保全と活用

		4-3-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		2		博多湾や干潟の保全・再生

		4-3-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		3		緑地、農地等の保全

		4-3-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		4		みどりの創出

		4-4-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		1		計画的な市街地整備の推進

		4-4-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		2		公園再整備の推進

		4-4-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		3		農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

		4-4-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		4		質の高い都市景観の形成

		4-4-5		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		5		住民によるまちづくり活動の推進

		4-4-6		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		6		東京圏バックアップの推進

		4-5-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		1		公共交通ネットワークの充実

		4-5-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		2		交通マネジメントの推進（公共交通機関や自転車利用の促進等）

		4-5-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		3		放射環状型道路ネットワークの整備

		4-5-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		4		生活交通の確保

		4-6-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		1		公共空間の利活用の推進

		4-6-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		2		エリアマネジメントの推進

		5-1-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		1		福岡の歴史資源の観光活用

		5-1-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		2		祭り・食・文化・エンターテインメント魅力の磨き上げ

		5-2-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		2		緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり		1		市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等）

		5-3-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		1		おもてなしの向上

		5-3-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		2		交通利便性や都心回遊性の向上

		5-4-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		1		ＭＩＣＥ機能の強化

		5-4-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		2		ＭＩＣＥ誘致の推進

		5-5-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		1		国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

		5-5-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		2		プロスポーツの振興

		5-6-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		1		シティプロモーション、ブランドイメージアップの推進

		5-6-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		2		クルーズ客拡大への取組み

		6-1-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		1		産学官連携の推進

		6-1-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		2		知識創造型産業の振興

		6-2-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		2		成長分野の企業や本社機能の立地の促進		1		企業や本社機能の立地促進

		6-3-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		1		中小企業の競争力・経営基盤の強化

		6-3-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		2		商店街の活性化

		6-3-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		3		伝統産業の振興

		6-4-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		1		経営の充実強化、新たな担い手づくり

		6-4-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		2		市場機能の強化

		6-4-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		3		生産基盤の整備・維持

		6-4-4		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		4		市民との交流事

		6-5-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		5		就労支援の充実		1		就労支援の取組み

		7-1-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		1		チャレンジ人材の集積、活躍支援

		7-1-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		2		創業しやすい都市づくり

		7-2-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		2		創造的活動の基盤となる文化芸術の振興		1		創造活動を担い、支える人材の育成と活動の支援

		7-3-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		1		クリエイティブ関連産業の振興

		7-3-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		2		エンターテインメント都市づくり

		7-4-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		4		多様な人が集まり交流・対話する創造的な場づくり		1		創造的空間の整備・誘導

		7-5-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		1		若者の体験・活動の場や機会づくり

		7-5-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		2		女性の活躍の場づくり

		7-5-3		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		3		人材ネットワーク構築・活性化

		7-6-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		6		大学や専門学校などの高等教育機関の機能強化		1		教育・研究機能の充実強化

		8-1-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		1		都心部の機能強化と魅力づくり

		8-1-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		2		交通アクセス性、回遊性の向上

		8-2-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		1		アイランドシティのまちづくり

		8-2-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		2		九州大学学術研究都市構想の推進

		8-2-3		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		3		シーサイドももち（SRP地区）の拠点性の維持向上

		8-3-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		1		国際ビジネスの振興

		8-3-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		2		クリエイティブ産業等の海外展開の支援

		8-4-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		1		空港機能の強化、利便性向上

		8-4-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		2		港湾機能の強化、利便性向上

		8-5-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		1		日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

		8-5-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		2		留学生支援・外国人ネットワークの構築

		8-6-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		1		国際貢献・国際協力の推進

		8-6-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		2		海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

		8-7-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		7		釜山広域市との超広域経済圏の形成		1		連携・交流の促進

		8-8-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		8		アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり		1		外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

		11		11		歴史と自然の魅力にあふれ、人が活躍し、活力を創造するまち・東区				東区事業 ヒガシク ジギョウ				東区事業 ヒガシク ジギョウ

		12		12		お互いが支え合い、安心して人が暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区				博多区事業 ハカタク ジギョウ				博多区事業 ハカタク ジギョウ

		13		13		人が集い、人が輝き、人がやさしいまち「中央区」				中央区事業 チュウオウク ジギョウ				中央区事業 チュウオウク ジギョウ

		14		14		いきいき南区　くらしのまち				南区事業 ミナミク ジギョウ				南区事業 ミナミク ジギョウ

		15		15		豊かな暮らしがあるまち・城南区				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ

		16		16		ひと・みず・みどりが光り輝く「早良区」 ふれあいと交流のあるまち				早良区事業 サワラク ジギョウ				早良区事業 サワラク ジギョウ

		17		17		自然と大学の知を生かし､安全で安心して､生き生きと暮らせるまち・西区				西区事業 ニシク ジギョウ				西区事業 ニシク ジギョウ



参照元のデータなので，修正等はしないでください。



